
領域 科目名 単位 時間数 対象学年 開講期間 担当講師 

専門基礎分野 公衆衛生学 1 30 2年次 9月 
上野 達郎 

荒木紀代子 

授業概要 

人間が健康生活を維持するための諸条件と社会における組織的な保健活動を理解し、関係法規

との関わりを学ぶ。 

さらに、ヘルスプロモーションの概念をもとに、施設内だけにとどまらず対象の生活全般に目を

むけ、地域という広い視点でマネジメントするための基礎的能力を養う。 

到達目標 

1.公衆衛生学の概念、人間と自然環境について理解する。 

2.衛生統計と衛生行政について学ぶ。 

3.ヘルスプロモーションをもとにした地域社会で生活する人々のマネジメントについて学ぶ。  

4.公衆衛生上の今日的課題を理解し自らの行動についての考えを持つ。 

使用教材 

テキスト  新体系看護学全書 健康支援と社会保障制度「公衆衛生学」：メヂカルフレンド社 

参考文献等 国民衛生の動向 

その他   

評価 

 筆記試験 

授業計画 

時間・回数 授業内容 方法 

14時間・7回 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.公衆衛生の理解 

 1)公衆衛生とは何か 

  (1)公衆衛生の歴史 (2)世界各国と日本 

  (3)公衆衛生の今日的理解 

 2)健康の意味 

 3)地域活動について 

  (1)世界各国における公衆衛生の状況と体制 

  (2)日本の保健医療福祉体制の長所と短所 

 

2.人口と公衆衛生 

 1)日本の人口構成と少子高齢社会 

 2)平均寿命と健康寿命 

 3)乳児死亡ＭＲＩの意味 

 4)家族の在り方、生命表 

 

3.環境と公衆衛生 

 1)酸素、二酸化炭素、窒素、一酸化炭素、亜硫酸ガス、塵埃、

空気と体温調節、気温、気湿、気流、感覚温度、不快指数、

騒音とデシベル、輻射線 ― 赤外線、可視線、紫外線、

放射線、大気汚染状況、水―上水道、簡易水道と専用水道、

水―生活排水と産業排水、生化学的酸素要求量、地球温暖

化 ― オゾン破壊、酸性雨、海洋汚染、砂漠化減少、水

質汚濁：水俣病とイタイイタイ病、PCB、ABS、水質汚濁

の指標（BOD・COD・DO・SS）、騒音・振動・悪臭、 

産業廃棄物 

 

4.食と公衆衛生 

 1)健康づくりと食（食生活がもたらす健康問題、栄養の改善

と公衆衛生）、健康の維持と食品保健（食品保健の考え方、

食品管理、食品がもたらす健康障害） 

 2)食品衛生法 

5.国民の健康と保健統計 

講義 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

講義 



領域 科目名 単位 時間数 対象学年 開講期間 担当講師 

専門基礎分野 公衆衛生学 1 30 2年次 9月 
上野 達郎 

荒木紀代子 

時間・回数 授業内容 方法 

 1)保健統計と資料保存、将来計画の重要性、人口動態調査、 

国民生活基礎調査、感染症発生動向調査、結核登録患者、

国民栄養調査、国民医療費、健康指標 ― 平均余命、平

均寿命、粗死亡率、傷病統計（罹患率、有病率）、国際疾病

分類 ICD（受療率）、医療関係者統計、国民医療費統計、 

統計のシステム（体制） 

 

6.疾病の疫学と予防 

 1)疫学とは何か、疾病成立のモデル：宿主－病因－環境、 

四種の病気の分類、危険度・分析疫学、感染性疾患の疫学

と予防（防疫体制、顕性感染・不顕性感染・日和見感染・

院内感染、感染症発生動向調査事業、流行予測、最近注目

される感染症）、非感染性の疫学と予防 

 

7.保健行政 

 1)保健（衛生）行政の 4つの柱（一般保健行政・学校保健・ 

労働保健行政・環境保全行政）、保健行政の歴史的発展 

（歴史的変換と時代ごとの問題点の推移、わが国の保健所 

の体制と機能・その国際的な比較と独自性、今後の保健所

に期待される新しい機能）、地域保健医療福祉計画につい

て、今後の環境問題と計画・課題 

 

8.公衆衛生における今日的課題と展望 

 1)社会経済の発展と公衆衛生、科学技術の進歩と公衆衛生、 

国際化社会における公衆衛生、公衆衛生における人材育成 

 

 

1時間・1回 筆記試験 45分間  

14時間・7回 

 

1.公衆衛生と健康教育 

 1)健康教育の基本的考え方、公衆衛生における健康教育、健

康教育と保健活動、健康教育のすすめ。 

2.公衆衛生活動の実際 

 1)地域活動の公衆衛生学的意義、母子保健、学校保健、地域

保健対策、産業保健、老人保健福祉、精神保健福祉対策、

歯科保健対策、在宅ケア・訪問看護、難病・障害者に関す

る対策 

3.保健行政 

 1)地域保健行政と保健所、（地域保健行政の組織、地方公共団

体の保健衛生費、保健所の組織と活動、保健所の組織、保

健所の活動）地方衛生研究所の組織と活動、精神保健福祉

センターの働き、市町村保健センターの働き、保健師の活

動と今後の展望 

4.公衆衛生における今日的課題と展望 

 1)看護をめぐる公衆衛生の動き、これからの保健・医療・福

祉 

講義 

 

 

 

 

1時間・1回 筆記試験 45分間  

備考 

 

 


